
 

 

   

  

世
界
と
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
が
減
産
を

理
由
に
、３
万
人
に
も
上
る
派
遣
労
働
者
や
期

間
社
員
の
大
量
「
雇
い
止
め
」
を
発
表
し
、
マ

ツ
ダ
で
も
１
４
０
０
人
の
派
遣
労
働
者
が
１

円
の
補
償
も
な
く
職
場
を
追
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

す
ぐ
に
再
就
職
先
も
な
い
な
か
、生
活
保
護

世
帯
の
急
増
、
国
保
料
も
払
え
な
い
、
医
者
に

も
か
か
れ
な
い
な
ど
、命
が
脅
か
さ
れ
る
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

 

マ
ツ
ダ
の
派
遣
切
り
で
は
、約
４
９
０
人
が

「
職
」
も
「
家
」
も
失
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、

師
走
の
寒
空
で
路
頭
に
迷
っ
て
い
ま
す
。 

 

派
遣
労
働
者
へ
の
生
活
支
援
、住
宅
支
援
は

緊
急
課
題
で
す
。
市
と
し
て
、「
雇
用
守
れ
」

と
マ
ツ
ダ
に
申
し
入
れ
る
と
同
時
に
、緊
急
対

策
本
部
を
設
置
し
出
来
る
限
り
の
生
活
支
援

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
市
の
姿
勢
を
質
し
ま

し
た
。 

   

広
島
市
は
、
マ
ツ
ダ
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
だ
け
で
、「
申
し
入

れ
は
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
。
市
と
し
て
行
う

べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、適
切
に
対
応
す
る
と
は

述
べ
た
も
の
の
、市
営
住
宅
の
提
供
な
ど
具
体

的
な
手
立
て
は
何
も
考
え
て
い
な
い
と
い
う
、

労
働
者
の
苦
難
に
は
全
く
冷
た
い
態
度
で
し

た
。 

 

「
市
民
の
命
と
福
祉
を
守
る
」
自
治
体
の
役

割
を
今
こ
そ
発
揮
す
べ
き
で
す
。 

 

他
都
市
で
は
、
雇
用
と
暮
ら
し
守
る

支
援
策 

つ
ぎ
つ
ぎ  

 

山
口
県
は
、
知
事
が
11
月
26
日
に
文
書
で

マ
ツ
ダ
に
要
請
。
12
月
25
日
に
臨
時
議
会
で

雇
用
対
策
29
億
円
（
就
労
対
策
、
融
資
な
ど
）

の
補
正
予
算
を
組
む
。
県
住
70
戸
を
提
供
。 

 

防
府
市
は
、
党
市
議
団
の
質
問
に
市
長
が

「
マ
ツ
ダ
に
対
し
、
最
小
限
に
と
ど
め
て
ほ
し

い
と
年
内
に
要
請
に
行
く
」
と
答
弁
。 

 

下
関
市
は
、市
の
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
す

る
緊
急
支
援
を
19
日
に
発
表
。
１
０
０
０
万

円
の
予
算
で
50
人
程
度
。 

 

マ
ツ
ダ
に
は
十
分
な
体
力
が
あ
る 

 

隠
し
利
益
と
い
わ
れ
る
内
部
留
保
は
４
３

６
２
億
円
、
今
期
の
見
込
み
利
益
は
、
下
方
修

正
し
て
も
な
お
、バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
５
０
０

億
円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。派
遣
で
働
く
低
賃

金
の
労
働
力
を
テ
コ
に
巨
額
の
利
益
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。 

 

こ
ん
な
に
利
益
が
あ
る
の
に
企
業
の
や
り
た

い
放
題
に
解
雇
で
き
る
社
会
を
「
仕
方
が
無

い
」
と
認
め
れ
ば
、
働
く
者
は
安
心
し
て
暮
ら

せ
ま
せ
ん
。 

 

働
く
者
を
好
き
勝
手
に
解
雇
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 
人
員
削
減
の
必
要
性
、
解
雇
回
避
の
努
力
、

人
選
の
合
理
性
、労
働
者
と
の
説
明
協
議
義
務

の
「
整
理
解
雇
４
要
件
」
を
満
た
さ
な
い
限
り

解
雇
は
無
効
で
す
。 

 「
派
遣
法
」の
違
法
・
脱
法
は
止
め

よ
。マ
ツ
ダ
は
法
を
守
れ
。 

●
派
遣
労
働
者
を
「
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
の
４

段
階
評
価
で
成
績
査
定
を
実
施
。 

●
「
年
間
に
３
日
以
上
の
有
給
休
暇
を
と
る
と

成
績
に
影
響
す
る
」と
マ
ツ
ダ
が
有
給
管
理

を
実
施 

●
同
一
職
場
で
３
年
間
働
い
て
い
る
の
に
、直

接
雇
用
に
し
な
い
。国
会
で
は
厚
労
大
臣
が 

「
違
法
」
と
明
確
に
答
弁
。 

 
 派

遣
切
り
防
止
へ 

厚
生
労
働
省
が

「
通
達
」 

― 

労
働
者
の
告
発
と
国

会
の
論
戦
み
の
る 

 

12
月
９
日
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
労

働
基
準
局
長
「
通
達
」
は
、
派
遣
労
働
者
を
使

い
捨
て
に
す
る
や
り
方
に
、歯
止
め
を
か
け
る

「
力
」
に
な
る
中
身
で
す
。 

●
有
期
労
働
契
約
の
場
合
、期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
の
場
合
よ
り
も
、解
雇
の
有
効

性
は
厳
し
く
判
断
さ
れ
る
。契
約
期
間
が
満

了
す
る
ま
で
解
雇
で
き
な
い
。 

●
有
期
労
働
契
約
で
期
間
満
了
で
も
、反

復
更
新
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
雇

用
継
続
の
期
待
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、期
間
の
定
め
な
い
契
約
と
同
等
に

整
理
解
雇
の
要
件
が
適
用
さ
れ
る
。 

●
事
前
に
労
使
間
で
の
話
し
合
い
や
労

働
者
へ
の
説
明
の
な
い
「
雇
い
止
め
」

は
、権
利
の
乱
用
で
あ
り
労
働
契
約
法

に
よ
り
無
効
で
あ
る
。 
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非正規労働者の「雇い止め」やめよ！ 
人間らしく働くルールを 

広島市は「市民の命とくらし守る」手だてつくせ 

 

2008年11月11日、「派遣労働
者雇い止め」問題で、副市長へ
申し入れ 

 

2008年12月1２日、「許すな！雇用破壊、
守れ！地域経済」で県民緊急集会 

派遣労働者の怒りの声・声・声 

●「受験を控えた子ども」のために少ない給料から仕送りしてき
た。師走の寒空に路頭に放り出され「死ねといわんばかりだ」 

●派遣会社は「残った有給休暇を買い上げれば一か月の家賃にな
る」「その間に再就職先をさがせ」と言うが、「県内に再就職
先はない」と言われた。 

●借り上げた寮から２日以内に出てくれと言われた。蓄えも仕事
もない。「ホームレス」になるしかないのか。 

●身分は派遣でも正社員と同じ生身の生きた人間。増産時には貢
献してきたのに、「モノ扱い」に怒りを感じる。 

●年に３日以上の有給休暇をとると「正社員になれない」といわ
れ、体調が悪くても出勤し、始業前から作業の段取りをして、
頑張ってきたのに悔しい。 

 

 

2008年12月1９日、広島東ハロー
ワーク前で生活相談を実施 

世論と運動の中で、広島
市も12月19日、対策本
部を設置しました。 

一般質問する中原ひろみ議員（12/9本会議場にて） 



消防上下水道委員会 

総務委員会 

 

介
護
現
場
は 

           

人
手
不
足
で
悲
鳴 

 

政
府
の
社
会
保
障
予
算
削
減
の
も
と
で
、
介
護

の
現
場
で
は
、
重
労
働
・
低
賃
金
が
日
常
化
し
、

人
手
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
も

影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
う
い
う
職
業
を
選
ぶ
人
が
減
る
の
も

当
然
で
、
広
島
で
も
介
護
福
祉
士
を
養
成
す
る
学

校
が
相
次
い
で
閉
校
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
12
月
議
会
に
先
立
っ

て
、
市
内
１
６
０
０
の
介
護
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、「
介
護
事
業
の
収
入
減
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
」
の
設
問
で
、
３
割
の

事
業
所
が
「
人
員
削
減
・
職
員
の
パ
ー
ト
化
」
、
２

割
の
事
業
所
が
「
手
当
て
の
削
減
」
と
答
え
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
国
へ
の
要
望
で
は
「
介
護
報
酬
単
価
の

引
き
上
げ
」
が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

本
会
議
で
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
市
の
対

策
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
市
は
介
護
報
酬
を
増
や
す
よ
う
国
に

要
望
す
る
な
ど
と
す
る
だ
け
で
、
市
独
自
の
支
援

策
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

現
場
は
差
し
迫
っ
た
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き

具
体
的
な
実
効
性
あ
る
市
の
人
材
確
保
策
を
求
め

て
い
き
ま
す
。 

  

公
務
職
場
で
も 

          

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が 

 

公
共
の
職
場
で
も
人
間
を
使
い
捨
て
に
す
る
よ

う
な
働
か
せ
方
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

広
島
市
の
市
長
事
務
部
局
だ
け
で
も
、
１
９
９

９
年
度
、
正
規
職
員
が
82
・
１
％
、
非
正
規
職
員

が
17
・
９
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
年
度
は
、

正
規
職
員
が
73
・
４
％
、
非
正
規
職
員
が
26
・

６
％
と
な
っ
て
お
り
、
週
30
時
間
勤
務
の
非
常
勤

嘱
託
員
で
勤
務
年
数
が
10
年
以
上
と
な
っ
て
い
る

人
が
、
22
・
７
％
も
い
る
こ
と
が
本
会
議
答
弁
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
非
正
規
職
員
の
平
均
年

収
は
約
２
０
０
万
円
で
す
。 

 

市
民
の
税
金
を
使
う
仕
事
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
質
し
た
の
に
対
し
、「
非

常
勤
嘱
託
員
が
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
仕
事
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

非
正
規
教
師
が
増
加 

「
教
師
が
い
な
い
学
校
」
に
、
こ
れ

で
責
任
あ
る
教
育
と
言
え
る
の
か
！ 

 

教
員
が
退
職
や
産
休
で
欠
員
と
な
っ
た
場
合
、

正
規
で
補
う
べ
き
教
師
（
小
・
中
学
校
で
２
８
７

人
）
を
経
費
削
減
の
た
め
、
非
正
規
教
員
や
時
間

講
師
（
１
１
２
４
人
）
で
代
替
し
て
お
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
し
な
が
ら
授
業
す
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

講
師
」
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
学
校
で
は
授
業
が
で
き
な
い
異
常

な
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

●
理
科
の
授
業
は
２
時
間
も
自
習
時
間
と
な
り

学
力
試
験
で
き
ず
。 

 

●
体
育
教
師
に
数
学
を
教
え
る
許
可
を
教
育
委

員
会
が
出
し
、
な
ん
と
か
数
学
の
授
業
を
実

施
。 

 

２００９年も力合わせて 
がんばります 

 

厚生委員会 

皆川恵史(中区２２１－０７０８) 

中原ひろみ(南区890-2266) 

村上あつ子(東区261-5116) 

中森辰一(西区２９３－３５６３) 

藤井とし子 
(安佐南区872-4139) 

●公立保育園民営化の「ガイドライン」が

報告されましたが、公立保育園の民営化は、

まだ（案）であることを確認させました。 

●障害者自立支援法が「応益負担」制度に

なっていますが、歩行や食事、見る、聞く、

話すなどの日常生活を支えるサービスを受

けることは障害者の特別な「利益」なのか

と市の考えをただし、市に「利益ではない」

と答弁させました。 

障害児が療育を受けることも、義務教育の

ように障害児の権利であることを確認させ

ました。 

●12月19日付の「厚労省通達」では有期

契約でも雇止めを乱用すれば「違法」とし

ています。市としてマツダに、大量首切り

を止めるよう申し入れせよと強く迫りまし

たが、市は答弁をさけ、情けない態度に終

始しました。 

●岩国基地に配備されている米軍のＦＡ

18ホーネットは欠陥機で、アメリカで墜落

事故を起こしています。平和都市として国

に米軍の再編強化を中止するよう求めるべ

きだと迫りました。 

建設委員会 ●派遣切りで住まいを失う労働者に市営

住宅の提供を求めました。市は、「入居要件

に該当しない」と冷たい答弁をしましたが、

その後、再度申し入れを行ない、７戸の住

宅提供を決めました。 

●高速５号線二葉山トンネルの「調査委員

会」で、高速１号・４号線のトンネル工事

による地盤沈下の原因究明を明らかにする

ことが必要だと要求。市は、「委員の総意で

決めること」と答弁。今後、住民の意見を

反映しながら委員会の発足に向け力を合わ

せていきます。 

●広島県消防広域化推進計画では2012

年度までに県内14の消防本部を５ブロッ

ク（広島・大竹・廿日市・安芸高田市、府

中・北広島町）に再編するとしています。

消防職員１人当たりの所管面積は広がり、

地理も不案内では消防力は向上しません。 

６分３０秒以内に現場に到着し、消火活動

を行なうと定めた「消防力の整備指針」が

市街化区域外でも遵守されるためには、国

の基準を下回っている消防力（職員・ポン

プ車・救急車・署所）の整備こそ必要です。 

文教委員会   

●学校の「序列化」「過度な競争」をもた

らす、全国一斉学力テストへの参加はやめ、

学力テストに頼らない学力向上を図るべき

だと求めました。 

●新学習指導要領完全実施で2011年に

は、低学年で週２時間も増やされます。ひ

ろしま型カリキュラムなどこれ以上子ども

への負担増加にならないよう求めました。 

経済環境委員会  

●家庭ごみ有料化、市民の理解は得られて

いない！ 

市民意見では「約４割が反対」「有料化し

た自治体の大半が、数年後にはまたゴミが

増加している」と指摘。当局も有料化しな

くても生ごみ堆肥化などごみ減量化対策は

あると認めました。 

あ
る
非
常
勤
講
師
か
ら
の
手
紙 

 

「
私
は
臨
時
教
員
だ
け
ど
、
決
し
て
臨

時
の
教
育
と
は
思
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

週
５
時
間
で
何
が
で
き
る
ん
だ
と
自
問
自

答
し
な
が
ら
、
こ
の
時
間
だ
け
は
精
一

杯
、
子
ど
も
た
ち
の
先
生
で
い
よ
う
と
思

い
ま
す
」 

 

国
に
公
務
員
制
度
改
革
に
よ
る
人
減
ら

し
と
、
県
の
２
０
０
０
人
の
正
規
教
員
削

減
計
画
を
撤
回
さ
せ
、
ま
と
も
な
教
育
体

制
を
保
障
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

福
祉
・
教
育
に
予
算
を
ふ
や
し
、
雇
用
守
れ 

日
本
共
産
党
市
議
団
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

文教委員会 

経済環境委員会 


